
 

 

様式第二十二（第十二条第一項及び附則第二条第一項関係）（日本工業規格Ａ列４番） 

 

（第一面） 

 

届出書 

 

平成２９年 ４月 １日 

 

大阪市長  殿 

 

届出者の住所又は           

主たる事務所の所在地   大阪市北区中之島１－３－２０ 

届出者の氏名又は名称   大阪市役所不動産株式会社 

代表者の氏名       代表取締役 大阪太郎 

 

建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律第 19 条第１項前段又は同法附則第３条第２項前

段の規定による届出をします。この届出書及び添付図書に記載の事項は、事実に相違ありません。 

 

【届出の別】 

 ■法第 19 条第１項前段の規定による届出 

 □法附則第３条第２項前段の規定による届出 

 

（本欄には記入しないでください。） 

受付欄 特記欄 整理番号欄 

   年  月  日  

 

 

 

 

 

 第        号  

係員印 

 

 

記入例 

（共同住宅の場合） 

代表

者印 

非住宅及び複合建築物で平成 29 年 4 月１日

時点で存在していた建築物の増改築で、特定

増改築の場合にチェックしてください。 

住宅の場合（全て）・非住宅及び複合建築物

で下記以外の場合はチェックしてください。 

大阪市への提出日を記入してください 

計画通知（国等が建築主）の場合は第一面の様式が異なります（様式第二十

四となります） 

元号表記の場合は、元号を必ず記入してください 

確認申請の建築主と

一致させてください。 



 

（第二面） 

 

【１．建築主】 

 【イ．氏名のフリガナ】ｵｵｻｶｼﾔｸｼｮﾌﾄﾞｳｻﾝｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ ﾀﾞｲﾋｮｳﾄﾘｼﾏﾘﾔｸ ｵｵｻｶﾀﾛｳ 

 【ロ．氏名】大阪市役所不動産株式会社 代表取締役 大阪太郎 

 【ハ．郵便番号】530-8201 

 【ニ．住所】大阪市北区中之島１－３－２０ 

 【ホ．電話番号】０６－６２０８－○○○○ 

【２．代理者】 

 【イ．氏名】○○ ○○ 

 【ロ．勤務先】株式会社 ○○建築設計事務所 

 【ハ．郵便番号】530-0005 

 【ニ．住所】大阪市北区中之島１－３－２０ 

 【ホ．電話番号】０６－６２０８－○○○○ 

【３．設計者】 

 【イ．氏名】 

 【ロ．勤務先】 

 【ハ．郵便番号】【２．代理者と同じ】 

 【ニ．住所】 

 【ホ．電話番号】 

【４．備考】 

（仮称
カショウ

）鉄筋
テッキン

コンクリート造
コ ン ク リ ー ト ゾ ウ

共同
キョウドウ

住宅
ジュウタク

 

 

建築物の名称又は工事名（確認申請書第二面

と同じ）を記載してください。 

確認申請の設計者と一致させてください。 

委任状の代理者と一致させてくだ

さい。 

確認申請の建築主と

一致させてください。 

建築主又は設計者がそれぞれ２者以上の場合は、第二面は代表となる建

築主又は設計者について記入し、別紙に他の建築主又は設計者について

記入して添えてください。 



 

（第三面） 

 

建築物エネルギー消費性能の確保のための構造及び設備に関する計画 

 

   ［建築物に関する事項］ 

【１．地名地番】大阪市北区○○町１丁目○番 

【２．敷地面積】  ５００   ㎡ 

【３．建築面積】  ２５０   ㎡ 

【４．延べ面積】  ７５０   ㎡ 

【５．建築物の階数】 （地上）       ３階 （地下）        階 

【６．建築物の用途】 □一戸建ての住宅  ■共同住宅等 

           □非住宅建築物 

           □複合建築物 

【７．建築物の住戸の数】 

        建築物全体      １０戸 

【８．工事種別】 ■新築   □増築   □改築 

【９．建築物の床面積】  （ 床面積 ）（開放部分を除いた部分の床面積） 

【イ．新築】       （   750㎡）  （   750㎡） 

【ロ．増築】     全体（    ㎡）   （    ㎡） 

増築部分（    ㎡）   （    ㎡） 

【ハ．改築】     全体（    ㎡）   （    ㎡） 

改築部分（    ㎡）   （    ㎡） 

【10．構造】   鉄筋コンクリート造 一部        造 

【11．法附則第３条の適用の有無】  □有 ■無 

    竣工年月日    年    月    日  竣工 

【12．基準省令附則第２条の適用の有無】  □有 ■無 

    認定を受けた所管行政庁の名称（        ） 

【13．基準省令附則第３条又は第４条の適用の有無】  □有 ■無 

    竣工年月日    年    月    日  竣工 

【14．該当する地域の区分】   ６地域 

 

【15．建築物全体のエネルギー消費性能】 

１．外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項 

□外皮平均熱貫流率     W/(㎡・K)（基準値     W/(㎡・K)） 

冷房期の平均日射熱取得率    （基準値          ） 

□外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する仕様基準 

□国土交通大臣が認める方法及びその結果 

（                          ） 

大阪市は全域６地域です。 

H29.4.1 に現存する建築物で特定増改築を行

う場合は有にチェックし、既存建築物の竣

工年月日を記載してください。 

複合建築物（住宅＋非住宅）

の場合は、こちらにチェック

してください。 

常時外気に解放された開口部の面積の割合が 1/20 以上を有する

空間を除くことができますが、図面及び求積図での説明が必要で

す。 

一戸建ての住宅のみ記載が必要

な項目です。それ以外の場合は記

入しないでください。 

H28.4.1 に現存する建築物で基準の

緩和の適用を受ける場合は有にチ

ェックし、既存建築物の竣工年月

日を記載してください。 

竣工年月日を記載する場合は日

付が確認できる資料（検査済証

の写しなど）を添付してください。 

 

必ず記載してください 

別棟増築の場

合は「新築」

です 

届出対象となる建築物一棟のみの面積を

記載してください。 

また、増改築の場合は当該建築物の既存

部分も含めた全体の面積を記載してくだ

さい。 



 

□基準対象外 

２．一次エネルギー消費量に関する事項 

（１）非住宅建築物又は複合建築物の非住宅部分 

□基準省令第１条第１項第１号イの基準 □基準省令第１条第１項第１号ロの基準 

基準一次エネルギー消費量    GJ/年 

設計一次エネルギー消費量    GJ/年 

ＢＥＩ（        ） 

□国土交通大臣が認める方法及びその結果 

（                          ） 

（２）住宅又は複合建築物の住宅部分 

■基準一次エネルギー消費量    ９２６．０GJ/年 

設計一次エネルギー消費量    ８７６．０J/年 

ＢＥＩ（ ０．９４   ） 

□一次エネルギー消費量に関する仕様基準  

共用部分の基準一次エネルギー消費量（      GJ/年） 

共用部分の設計一次エネルギー消費量（      GJ/年） 

□国土交通大臣が認める方法及びその結果 

（                          ） 

（３）複合建築物 

基準一次エネルギー消費量    GJ/年 

設計一次エネルギー消費量    GJ/年 

ＢＥＩ（        ） 

【16．工事着手予定年月日】平成２９年 ４月２２日 

 

【17．工事完了予定年月日】平成２９年１２月３１日 

 

【18．備考】 

 

 

 

「２．一次エネルギー消費量に関する事項」の記入項目は次の通りです。 

・住宅       （２）のみ 

・複合建築物（住宅＋非住宅の場合） 

① 非住宅部分及び住宅部分のそれぞれで基準適合とする場合  （１）及び（２） 

② 非住宅部分及び住宅部分の合算により基準適合とする場合  （３）のみ 

 

・増改築の場合で、面積按分で建物全体の BEI を算出した場合は、増

改築部分の BEI を記載してください。（例：増築部分の BEI=0.9） 

・増改築で建物全体では基準に適合しない場合、増改築に係る部分の

一次エネルギー消費量に関する事項を記入してください。 

 

第四面別紙Ａの値を転記してくだ

さい。 

第四面別紙Ｂの値を転記してください。 

第四面別紙Ｃの値を転記してください。 



 

（第四面） 

 

   ［住戸に関する事項］（別紙の通り） 

【１．住戸の番号】
 

【２．住戸の存する階】         階
 

【３．専用部分の床面積】        ㎡ 

【４．住戸のエネルギー消費性能】 

１．外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する事項 

□外皮平均熱貫流率      W/(㎡・K) （基準値       W/(㎡・K)） 

冷房期の平均日射熱取得率         （基準値         ） 

□外壁、窓等を通しての熱の損失の防止に関する仕様基準 

□国土交通大臣が認める方法及びその結果 

（                                  ） 

□基準対象外
 

２．一次エネルギー消費量に関する事項 

□基準一次エネルギー消費量      GJ/年 

設計一次エネルギー消費量      GJ/年 

ＢＥＩ（    ） 

□一次エネルギー消費量に関する仕様基準 

□国土交通大臣が認める方法及びその結果 

（                                  ） 

 

 

 

共同住宅等の場合は第四面別紙を添付してください。 

第四面を提出し、第四面別

紙を添付する場合は記入し

てください。 



①

②

③

④

（以下参考）

届出書第三面転記用

（１）非住宅建築物又は複合建築物の非住宅部分

□基準省令･･･イの基準　　　□基準省令･･･ロの基準

GJ/年

GJ/年

)

（２）住宅又は複合建築物の住宅部分

GJ/年

GJ/年

0.94 )

（３）複合建築物

GJ/年

GJ/年
）

戸

設計一次エネル
ギー消費量

基準一次エネルギー消費量

設計一次エネルギー消費量

基準一次エネルギー消費量 926.0

[GJ/年] [GJ/年]

70.060.0 70.0 60.0

2
BEI

代表住戸

876.0

非住宅部分

住宅の共用部

外皮基準適合戸数 10

816.0

【２．住戸
の存する
階】

合計（①～④）

住戸に関する事項（届出書／認定申請書様式）別紙1　【集計】

BEI

0.95

0.86

物件概要

物件名 （仮称）鉄筋コンクリート造共同住宅

建築物の住戸の数 10 戸

設計一次エネル
ギー消費量

（その他除く）

基準一次エネル
ギー消費量

（その他除く）

一次エネルギー消費量　集計表

[GJ/年]

住戸部分合計

住宅の共用部（ゲス
トルーム等）

680.0

6該当する地域の区分

[GJ/年]

70.00

【３．専用
部分の床面

積】

82.0

91.02.6

76.0

90.0
BEI

最大住戸

【１．住戸の番
号】

202

101

［階］

1 0.87

[GJ/年]

2.4

外皮平均熱
貫流率
（UA）

冷房期の平
均日射熱取

得率
（ηAC）

50.00 0.66

基準一次エ
ネルギー消

費量

設計一次エ
ネルギー消

費量
BEI

0.87 ηAC＝

基準一次エネル
ギー消費量

一次エネ基準外皮基準

856.0 640.0

926.0 700.0 750.0 0.94

0.91

0.99

適合

法適合状況

ＢＥＩ　（

複合建築物の場合で、
非住宅部分をモデル建物法で
計算した場合のＢＥＩｍ

[㎡] [W/(㎡・K)] [-]

876.0設計一次エネルギー消費量

基準一次エネルギー消費量

設計一次エネルギー消費量

ＢＥＩ　（

ＢＥＩ　（

適合

[GJ/年]

2.8基準値 UA＝

第二面 【４．備考】と同じ名称を記入

してください。

大阪市は全域

６です

住戸数は自動計算されます

自動計算されますので、入力不要です。

自動計

算され

ますの

で、入

力不要

です。②～④は他の計算結果を参照のうえ、手入力してくだ

さい。（①とBEIは自動計算されます。）

共用部等についても、合計と合計（その他抜き）の両方の入

力が必要です。（BEI算出のため）

Ａ

Ｂ
Ｃ

第三面の所定欄にこのまま転記してく

ださい。

（位置関係も第三面と同じになってい

ますので参考にしてください）

自動計算されますので、入力不要です。



※行の削除は行わず、印刷範囲で調整してください。

①住宅部分 ※UA、ηAC、BEIの最大値は赤字で強調表示されます。

設計一
次エネ
ルギー
消費量

基準一
次エネ
ルギー
消費量

(その他除く） (その他除く）

[階] [㎡] [W/㎡・K] [-] [GJ/年] [GJ/年] [GJ/年] [GJ/年]

1 A 101 1 70.00 0.87 2.6 ○ 90.0 91.0 70.0 71.0 0.99 最大

2 B 102 1 50.00 0.68 2.2 ○ 76.0 82.0 60.0 66.0 0.91 代表

3 B 103 1 50.00 0.68 2.2 ○ 76.0 82.0 60.0 66.0 0.91 代表

4 B 104 1 50.00 0.68 2.2 ○ 76.0 82.0 60.0 66.0 0.91 代表

5 A 105 1 70.00 0.87 2.6 ○ 90.0 91.0 70.0 71.0 0.99 最大

6 C 201 2 70.00 0.86 2.8 ○ 90.0 91.0 70.0 71.0 0.99 最大

7 D 202 2 50.00 0.66 2.4 ○ 76.0 82.0 60.0 66.0 0.91 代表

8 D 203 2 50.00 0.66 2.4 ○ 76.0 82.0 60.0 66.0 0.91 代表

9 D 204 2 50.00 0.66 2.4 ○ 76.0 82.0 60.0 66.0 0.91 代表

10 C 205 2 70.00 0.86 2.8 ○ 90.0 91.0 70.0 71.0 0.99 最大

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

【4.住戸のエネルギー消費性能】

2．一次エネルギー消費量に関する事項

外皮平
均熱貫
流率
（UA）

冷房期
の平均
日射熱
取得率
（ηAC）

判定

設計一
次エネ
ルギー
消費量

基準一
次エネ
ルギー
消費量

BEI

住戸に関する事項（届出書／認定申請書様式）別紙2　【住戸一覧】

1．外壁、窓等を通しての
熱損失の防止に関する事

No タイプ名
【1．住
戸の番
号】

【2．住
戸の存
する
階】

【3．専
用部分
の床面
積】

・１住戸あたり１行です。（複数住戸をまとめることはできません）

・【1．住戸の番号】 の入力は必須です。

・色付きのセルに入力してください。

・行の追加・削除を行わず、印刷範囲で調整してください。

・５００戸を超え行を増やす場合は自己責任で行ってください。（シート

保護パスワードはかけていません。数式もコピーしないと正常に動作しませんので注意してくだ

さい。）

・住戸以外の入力はできません。（H29より300㎡以下の非住宅部分を

住戸とみなす規定は廃止されました。非住宅部分は別途非住宅の計算を

行ってください。）

・この様式は参考様式です。各住戸の一覧表（この用紙）及び外皮基準

適合戸数、BEIが最大及び代表（中央値）となる住戸の情報（住戸の番号・住戸

の存する階・専用部分の床面積・外皮平均熱貫流率・冷房期の平均日射熱取得率・設計一次エネルギー消費

量・基準一次エネルギー消費量及びBEI）が明確になっていればこれ以外の様式も使用

可能です。

１ ２

３ ４

１ ２ ３ ４


	建築物省エネ法届出記入例共同住宅
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